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皆さまこんにちは。昨年の3月に転勤してまい
りました鎌田博司と申します。私は、これま

で大学病院での勤務、ネパールの無医村診療所へ
の派遣、国際緊急援助隊災害医療派遣、刑事施設
でのカウンセリング業務などを経て、平成21年に上
尾中央医科グループに入職いたしました。現在は、
回復期病棟で看護科長を務めております。
これまで、様々な経験をする機会を得てきました
が、どれも貴重で自分の看護観の形成に大きく影響
しました。大学病院や前任地の上尾中央総合病院
では、急性期医療の看護師として、急な入院を余儀
なくされた患者さまやご家族の不安なお気持ちをサ
ポートしつつ、刻一刻と変化する患者さまの状態を
的確に把握し対処することの重要性を学びました。
また、ネパールの無医村診療所への派遣では、電
気や水道などのライフラインの整備もない地域で、
医療設備も皆無に近い環境で自分の五感だけを使
って村民の様子を把握し、自身の目と手と言葉だけ
でケアを行う難しさを痛感しました。国際緊急援助

隊の活動は災害地
域への派遣で過酷
な環境での看護実
践ですが、限られ
た資源と人材で最
大限にチームの力
が発揮できるようなチームビルディングが必要で、こ
の活動を通して真のチーム医療の重要性が理解で
きたように思います。
今、私の看護を支えている考えは、「看護できな

い患者はいない」ということです。これは、カウン
セラーになる前、精神療法を学んでいた時に精神科
医師に言われた言葉でした。「医師が治せる患者
には限界がある。しかし、看護できない患者はいな
い」という言葉を聞いた時、看護のやり甲斐を改め
て感じました。現在勤務する回復期病棟では、病
気や怪我が元で生活に不自由を生じた患者さまが、
在宅や社会への復帰を目指してリハビリに励んでお
られます。これからも、お一人おひとりに、自分がで
きる看護は何かを考えて向き合っていきたいと思い
ます。今後とも、どうぞ宜しくお願いいたします。

オアシス
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 みなさん見てください！
上尾中央第二病院
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「ささえ」は介護保険がスタートした平成
12年に開設された事業所で、まもなく20
年を迎えます。
介護を必要とされている方が、介護保険
サービスを受けられるように調整するのが、
私たちケアマネジャーの仕事です。ご本人、
ご家族からお話を伺い、抱えている問題や
心身の状況・環境等を踏まえ支援させてい
ただきます。
現在、看護師2名（女性）と介護福祉士1
名（男性）の3名体制で行っております。
どうぞお気軽にご相談下さい。

大谷地域大谷地域
包括支援センター包括支援センター

地域包括支援センターは
高齢者が住み慣れた地域で

安心してその人らしい生活が継続できるようにサ
ポートをする地域の高齢者の相談窓口です。
市内には10か所のセンターが設置されていま
すが、私たち大谷地域包括支援センターは大谷
圏域（地頭方・壱丁目・今泉・向山・大谷本郷・
堤崎・中新井・戸崎・川・西宮下）を担当して
います。皆様と一緒に考え、少しでもお役に立
てるよう頑張りますので、どうぞお気軽にご相談
ください。

11月に水上温泉への職員旅行を上
尾中央総合病院と合同で実施しました。
お互いの職員が交流する場となり
日々の連携をスムーズにするきっかけ
となっております。

令和2年を迎え今年はオリンピックイ
ヤーです。皆さまは日々運動をされてい
ますか？ 私は4年前にやめたスポーツクラ
ブを再開してこの間に進行した生活習慣
病を今年は何とか改善します。心機一転、
皆さまも何かにチャレンジ
してはいかがでしょうか。

地域連携課　田口

☎ 048－780－6363


